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第1章 緒 言 耀

生膿細胞核 ノ崩潰 ガ齎 ス血漿「チモヌ クYイ ン」

酸 ノ増 加 ヲ余 等 ハrヌ ク レイネ ミー」ト呼 ビ11購

斯 ル状態 ガー時的 二、或 ハ持纏 的 二生髄現象 ト

シテ屡 ≧惹起 サ レルモ ノデアノレ事 ヲ實験的 二、

又臨抹観 察 ニ ヨリテ謹明 シタ.

余 等 ノ経験 ニ ヨyバ 、「ヌ クレイネ ミー」ナル駅

態 ハ常 二漕長 ガアリ、如何 二 強度 ノ 「ヌ クレイ

ネ ミー」モ、讐 ヘバ講i賑内 二多量 ノ「チモヌ クレ

イ ン」酸曹達 ヲ注 入 シタ 場合 二於 テモ、其 ノ源

泉 ヲ失 フ 限 リ、速 二血 中 ヨ リ漕失 スル モノデ

アル(8)纈臆㌔然 ラバ、清失 シタル「チモヌ クレイ

ン」酸 ハ ドウナルカ ト言 フ事ハ 興味 アル問題 デ

アル。

響 二李 林 ②ハ結 核過敏症 ノ成因 二就 テ研究 シ、

「ツベ ル ク リン」バー一ツノHapteneデ ア 底 之

.ヲ賦 活 スルモ ノハ 核物 質乃至Nucleoproteide

デ ァ ル事 ヲ謹明 シタ,櫃 田14}ハ賦 活物 質 ノ成分

ヲ分析 追求 シテ究極 ノ賦活燈 ハ「チモJ核 酸 デア

ル事 ヲ知 ツタ.谷 口 爾ハ甚 ダ鋭敏 ナル眼角膜反

慮 ヲ以 ヅテ之 ヲ追試 シ、李林 ノ皮膚反鷹 二依 ル

成績 ヲ裏付 ケル如 キ結 果 ヲ得 タ.結 核 過敏症 ハ

結核菌 ノ感染 二依 ル以外 二、結核 死菌、 大量 ノ

「ツベル クリン」淫射、或 ハ過敏 症 ヲ惹起 セシメ

ルニ至 ラザル少量 「ヅベル ク リン」ト牛痘 苗乃至

豚血清 ノ注 射等 各種 ノ人工的方法 二依 リテ駿現

スル モノデ アル事 ガ知 ラレテヰル.此 等 ハ相互

二關聯 ヲ有 セザル別個 ノ現象 ノ如 ク思 ・・レル
。

然 ルニ李林等 ノ研究 二依 リテ此等 ハ凡テ共通 ノ

因子、 即チ「ヅベル クリン蛭 核物質 ヲ含有 スル

カ或 ハ生 ズベキ 機能 ヲ有 ツテ居 テ、∫ツベル ク

リン」ガHapteneデ ア リ、核物 質 ガAktivator

デ アル トノ見解 ヨ リ観 レバ、結核過敏症 ハ 凡テ

ノ場合 二於 テ其 ノ本態 ガ同一 デアル事 ガ鋼明 シ

タ◎ 箋.

結 核過敏症 ノ成因 二關 スル研 究 二於 テハ從來、

供試物 質二核物 質 ガ含有 サ レテヰルカ否 カ ト言

フ事 ト、二次的 二rヌ クレイネ ミー」ヲ惹 起 スル

事實 ガ看過 サ レテヰタ ノデアル.斯 クテ結核過

敏症 ノ成立 スル タメニハ、 核物質 ノ注射 ニ ョル

「ヌ クレイネ ミーJ力 或 ハ生燈細 胞 ヲ破壌 シ
、核
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物質 ヲ遊離 セ シメル事 ニ ョル「ヌ クレイネ ミー」

ノ存 在 が ツベ ル クリン」ト共 子必要 ナル條 件 デ

ア リ、 同時 二充分 ナル條 件 デアル事實 ガ閾 明 サ

レタ。併 シ乍 ラ、此 ノ核物質 ノ賦 活作 用 ガ如何

九ル機韓 ノ下 二行 バ レルカ ト言 フ事 ハ分 明 デナ

イ.余 等 ハ何 レカ ノ臓器、或 ハ細胞群 ガ此 ノ賦

活作用 二關與 シ、 又斯 カル機能 ヲ有 スベ キ臓器

或 ハ細 胞群 ハ必然 的 二核物 質 ノ生罷 内 二於 ケル

蓮命 二密接 ナル閣係 ガアル ト思 フ.卸 チ血行 中

二核物質 ヲ注 入 シ、 之 二封 スル各臓器 ノ態度 ヲ

観 察 スル ナ ラバ、 如何 ナル臓器 ノ機能 ガ該賦 活

第2章

試獄 トシテ禮重500瓦 前後 ノ雄i性海猴37頭 ヲ

用意 シタ。試蹴 ヲ損ハ ズ シテ 張度 ノ 「ヌ クレイ

ネ ミ・一」ヲ惹起 セ シメルニハ 直接血 中二核物質

ヲ注 入 スル方法 ガ最 モヨイ.核 物質 トシテハ橿

ノ胸腺 ヨリNeumann氏 方 法 二 依 リテ 調製 シ

タル「チモ」核酸曹達 ヲ使用 シタ。

血 中 二注 入 サyタ ル 「チモJ核 酸曹達 ハ2時 間後

二殆 ン ド血 中 ヨリ漕失 スル事實 ハ 森 ガ 「ヌ クレ

イネ ミー」二關 スル 研究(第3報)二 於 テ報 告 シ

タ所 デアル。此 ノ事實 二基 キ該物 質 ノ行方 ヲ按

ズル ニ、先 ヅ血 中 ノ酵素 二依ル分 解 デアル.成

書 二依 シバ血 中 ノ「ヌ クvア ーゼ」ノ「チモ」核酸

二封 スル作用 ハ極 メテ微弱 デアル ト。余等 モ森

氏輪環反磨i及 ピDische氏Diphとnylamin反

慮 ヲ以 ツ テ之 ヲ確詮 シタ.從 ツテ注射 サレタル

「チモ」核酸 ノ蓮命 ハ恐 ラク敦 レカノ臓器、或 ハ

細胞群 二依 リテ囁 取吸着 サ レルモ ノデアラウ ト

考ヘ ラレル。{乃 ツテ余等ハ「チ モ」核酸曹達 ヲ注

射後、 圭要臓器 ガ チモ」核 酸 ヲ定量 シ、其 時

間的泊長 ヲ観察 スル事 二依 リテ間接 二注射物 質

ノ行方 ヲ知 ラウ トシタ.

先 ヅ健常 海娯12頭 ヲ用 ヒテ肝臓 、肺臓、脾臓、

膵臓、腎臓及 ピ睾丸 二就 テ「チモ」核 酸 ヲ定 量 シ

各 臓器 ノ李均値 ヲ以 ヅテ無慮 置 ノ揚合 ノ各臓器

ノ「チモ」核酸 量 ト見倣 シタ、

作用 二關與 スルカ ヲ知 リ得 ル ト考 ヘ ラレル。血

行 中 二核物 質、即 チ「チモ」核 酸 ノ結合物 ヲ注 入

スルナ ラバ、健常動物 デハ速 二血 中 ヨリ清失 ス

ル ノデアル ガ.核 物質 ノ血液酵素 二依 ル分 解ハ

極 メテ輕 微 ナモ ノデア リ、 叉健常 ナル腎臓 ハ核

物 質 ヲ分泌 セナ ィ故 二血申 ヨリ消失 シタル核物

質 ハ何塵 カ ノ臓器細 胞 二吸着囁取 サ レル モ ノト

考 ヘ ラル。 本實験 二於 テハ」血中 二核物質 ヲ注入

後、時 間的 二圭要臓 器 ノ「チモ」核酸 ヲ定量 シ、

其 ノ清長 ヲ観 察 スル事 二依 ツテ、 血中核酸 ノ蓮

命 ヲ窺ハ ン トシタ。

實 駿 方 法
、

次 二「チモ」核酸曹達150竜 ヲ5ccノ 蒸 鱈水 二溶

解 シ、海猿 ノ心臓 内二 注射 シ、注射後30分 、

1時 間、2時 間、3時 間及 ビ24時 間経過 シテ5

頭 宛撲殺 シテ前述 ノ各臓器 二就 テ「チモ」核酸 ヲ

定量 シ、5頭 ノ李均値 ヲ以 ツテ夫々 ノ時間 二於

ケル各臓器 ノ「チモ」核 酸量 ト見倣 シタ。

ゼチモ」核酸 ノ定量法 ハDische氏Diphenylamin

反 鷹 ヲ用 ヒタ。 此 ノ摩鷹 ヲ以 ツテ 臓器 「チモ」

核 酸 ノ定量 ヲ行 ツ タ研究 ハDischeC6}ノ 他 。政

山(η、横 山、 首 藤等 アリ、 余等 モ之等 ノ方法 二

準 ジタ。 反鷹順 序、 操作 ハ同様 デアィレカ ラ省略

スル ガ、 唯、塵 酸rペ プ シン」ニ ヨル清化 ノ項 ハ

除外 シタ。其 ノ理 由ハ襲 二森 ガ血漿 「f,モ」核酸

ノ定量法 二於 テ述 べ タ如 ク、 溶液 ノ獣態 二在 ル

「チモ」核酸 ハ斯 カル操作 ノ途 二於 テ大部分 ガ反

鷹外 二逸睨 スル爲 デアル。 「チモ」核 酸曹達 二於

テハDonnan氏 準 衡 ガ成立 スル ノデアルカ ラ、

本實験 ノ如 ク血.中二「チモ」核酸曹達 ヲ注 入 シタ

場合u、 夫 ガ容 易二細胞膜 ヲ通過 スル トハ考ヘ

ラ レナイ。

細 胞膜 二輩 二附 著 シテ居 ル状態 モ勿論 大 ナル可

能 性 ガ アル。從 ツテ本實 験 ニテ盤酸 「ペ プ シン」

清 化 ヲ省略 スル事 ハ大 ナル誤 差 ヲ免 レル タメニ

是非必要 ナ事 デ アル。 、
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第3章 實 験 成 績

健常 ト見倣 サレル膿重約500瓦 ノ雄悔 毎猿12

頭 ノ肝臓、肺臓、脾臓、膵臓、腎臓及 ビ睾丸二

璽 ㍗ 核酸糧 シ城 績'第俵 ノ女ロク

第1表 健常海狽臓器 バ チモ骸 酸含量(mg/・c)

＼墜蹴
臓 職 鞭 撒 腎臓隔
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3.901i4.4651.833
　

3。431{3.3842.021
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3塾 ρ7i鍵8禦 墨
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李 均i2.0218.110i11.60gi3.7133.62σ1.75

「チモ1核 酸 ノ含量 ハ 脾臓 ガ最 モ大 デ、次 二肺

臓、膵臓、 賢臓、肝臓、塞 丸 ノ順 デアル、此 ノ

軍均値 ヲ注射前 ノ含量 卜見倣 ス。 注射後30分

ニ シテ撲殺 シ タ海 猿 ノ各臓器 バ チモ」核酸量ハ

第2表 二示 ス如 クデアル,,此 ノ李均値 ヲ以 ツテ

注射後30分 二於 ケル各臓器 ノ「チモJ核 酸 量 ト

見倣 ス。以下、注射後各時間 二於 ケル各臓器 ノ

rチ モ」核酸量 ヲ同様 ノ方法 デ求 メル ト第2表 ノ

如 クニナ ツタ癬

此 ヲ圏 二示 セバ第1圏 ノ如 クニナル,,

第2表 「チモ」核酸曹達注射後二於クル海猿 ・

臓器、「・if-S核酸 量ノ清長(mg/CC)
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郎 チ注 射後30分 ニ シテ 脾臓 ハ 最 モrチ モ」核酸

量 ガ檜 加 シ13.348mg/cc二 及 ブe次 二 肝臓 ノ

増 量 ガ著 シク、肺臓 モ稽U曾 量 スル。然 シ乍 ラ

膵臓、腎臓、畢 丸ハ殆 ン ド憂化 ナ ク、 睾丸 ノ如

キハ李均殖 ガ寧 ロ滅少 シテヰルe注 射後1時 間

デハ脾臓 ハ「チモ」核酸 ノ含量 ガ減少 シ、肝臓 ハ

壇 加 シテ最高値 ヲ示 シ、 肺臓 ハ減 少 シテ注射前

ヨリモ低 ク、他 ノ3臓 器 ハ著憂 ヲ認 メナイ。2

時間後 ニハ肝臓 ノミ減少 ノ傾 向 ニハ アルガ禽含

量 多 ク、他 ノ臓器 ハ注射前 ノ値 二戻 ル、3時 間

後 ニハ肝臓 ノミ増 量 シタマ ・留 ルe併 シ24時

間 後 ニハ凡テ ノ臓器 ノrチ モ」核酸量 ハ注射前 ノ

ソ レト略 く同一一ノ値 二復 スル、

第4章 総括及ビ考按

余等 ハ準林、谷 口、 櫃絹 ノ結核過敏症 ノ成撫 二

關 スル研究 ヲー歩進 メテ、 ソ ノ賦活作用 二敦 レ

カ ノ臓器細胞 ノ機能 ガ關與 スル デアラウ ト想豫

シ、斯 カル機能 ヲ有 ス・ぐキ臓 器或 ハ細胞群 ハ必

然血中核物質 ノ蓮 命 ニモ宿接 ナル關係 ヲ有 スル

デ アラウ トノ椎 定 ノ下二、血行中 二核物質 ヲ注

入 シテ其 ノ蓮 命 ヲ追求 シタ.血 中二「チモ」核酸

善達 ヲ注 入 答レバ2時 間 ニ シテ 大部分浩 失 ス

ル繋而 シテ血液酵素 ニ ョル「チモ。核 酸 ノ分解 ハ

甚 グ輕微 ナモ ノテア リ、 又健康 ナル 腎臓 ハ 「チ

モj核 酸 ノ通過 ヲ許 サナ ィ故 二、 柱 入サ レタル

笹モ」携 酸ハ大部 分 ガ敦 レカ ノ臓器 二囁取吸着

サVル モ ノト考 ヘ ザル ヲ得 ナィ。 故 二「チモ」核

酸曹蓬注射後、 主要臓器 バ チモ」核酸 ヲ定量 シ

各臓器 ノ該物質含量 ノ時間的滑長 ヲ観察 スル方

法 ヲ探 ツタ.

試 獣 ニハ 雄性 海猿 ヲ用 ヒ、先 ゾ1'2頭 二就 テ 肝

臓.肺 臓、 脾臓.膵 臓、腎臓 及 ビ睾 丸 ノ「チモ」

核酸 ヲ定量 シ、 其 ノ李 均 ヲ 以 ツテ 健 常値 トシ

タ.「 チモ」核酸 ノ含量 ハ脾臓 が最 モ多 久 肺臓

之 二次 ギ、以下膵臓、腎臓、肝臓、畢 丸 ノ順序 デ

アル,,次 二同條 件 ノ海猿5頭 宛5群 ヲ用意 シ、
　

「チモ」核酸曹蓬 ヲ150薩 心臓 内 二注 入 シ
、注射
　

後30分 、1時 間、2時 間、3時 聞及 ビ24時 間

ノ各時間 ニー一群宛撲殺 シテ直 チニ上述 ノ臓器 二

就 テ「チモJ核 酸量 ヲ測定 シ、其 ノ李均値 ヲ以 ツ

テ夫 々 ノ時間 二於 ケル各臓器 ノ「チモ」核酸量 ト

見倣 シタ難斯 クテ各 臓器 バ チモ」核酸量 ノ清長

ヲ以 ツテ、 注射 シタル「チモ」核酸曹蓬 ノ蓮命 ヲ

窺 フニ、脾臓 が最 モ多量 二該物質 ヲ囁取 吸着 ス

ルモ ノ ・如 ク、 肝臓之 二次 ギ、肺臓 ハ僅 二囁取

シ、 膵臓、 腎臓 及 ピ塞丸ハ殆 ン ド關知 セデ イ、

惟 フニ注射 サ レタル「チモ」核 酸曹達 ハ圭 トシテ

脾臓及 ビ肝臓 ノ網 状織 内皮細 胞系 二屡 スル細胞

ニ ヨリテ囁 取吸着 サ レ更 二分 解 セ ラレタモノデ

アラウ.網 状織 内皮細胞系 ハ廣範 ナル機能 ヲ有

スルモ ノテアルガ、特 二各種 色素、細菌、有形

物 質、 膠様液、浮游 液 ヲ囁取貧喰 スル機能 ノ著

シイ事 ハ周 ネ ク知 ラレタ所 デアル.又 、脾臓 ト

肝臓 ハ骨髄 ト共 二該細胞系 ノ圭要成分 ヲ形成 ス

ルモ ノデアルカ ラ、 「チモ」核 酸曹蓬 ノ如 ク膠様

質 ハ爾臓器 二吸著 サ レ囁取 サ レル事 ハ豫 メ想像

シ得 ル所 デ アル。液 状 ノ「チモJ核 酸曹達 ハ細胞

核 内 ノソレノ如 ク切 片 ヲ作 リ染色 スル事 ガ不 可

能 テアル ガ、恐 ラク雨臓器 ノ中 デモ網;猟 義内皮

細胞系 二麗 スル細胞群 二依 リテ搬 取 サ レ、分解

サ レルモ ノ ト思バ レル。 斯 カル 細胞群 ガ結核

過 敏症 ノ費生 二封 シテ ー淀 ノ閣係 ノアル事ハ

Freund'監 南 鋤、 川 口魏、戸 田慨等 二依 リテ主

張 サ レテ 居 ル.帥 チ 氏等 ハ 各種 ノ色素、膠様

銀、墨汁 ノ注 入、rヒ ョレステ リン」投與、脾臓

別 出等 ノ方法 ニ ヨリ該細胞 系 ノ機能 ヲ或 ハ刺 曳

シ、或 ハ低 下 セ シメ、結核過敏症 ノ嚢生 ノ蓬速乃

至其 ノ彊弱 二及 ボス影響 ヲ観察 シ、以 ツテ該細

胞 系、特 二脾臓、肝臓 ト結核 過敏症壷生 トノ關聯

ヲ強調 シタ。 余等 モ亦、氏等 ノ見解 ニ…致 スノ詩

結果 ヲ得 タノデアルガ、其 ノ根篠 トスル所 ハ 金

ク異 ル ノデ ァル.帥 チ余等 ハ結 核過敏症 ノ成立

二鋏 ク事 ノ出來 ナイ要因 デ アル所 ノ核物 質 ヲ囁

取吸著 スル圭 要ナ ル細胞群 ㌃含 ム故 二、 脾臓 及
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ビ肝臓ガ核物質 ノ賦活作用、郎チ結核過敏症 ノ
成立 二關與 スル デアラウ ト推論 スル ノデアル。

第5章 結 論

1)健 常 雄性海猿 ノ肝臓、肺臓、 脾臓、膵臓、

腎臓 及 ビ睾 丸二就 テ「チモ」核酸 ヲ定量 スルニ

其 ノ含量 ハ脾臓 が最 モ多 久 次 二肺臓、以下

膵臨 腎蹴 肝蹴 睾 丸 ノ順序 デ アル。

2>健 常雄性海猿 ノ心臓 内 二「チモ」核酸曹達 ヲ

注射 スルニ、 脾臓 ノ1チ モ」核酸量 ハ30分 後

二著 シク増 加 シ、 速 二減少 スル,肝 臓 ノ 「チ

モ」核酸 量ハ1時 間後 二最 モ屠 加 ヲ示 シ、以

後 次第『減少 スル。肺 臓 ノ「チモ」核酸 ハ30分

後 二僅 二噛量 スル.

3)血 液 「チモ」核酸 ハ圭 トシテ脾臓及 ビ肝臓 二

吸着撮 取 サ レ、分解 サ レル。

4)脾 臓 及 ビ肝臓 ハ細胞核物質 ノ賦活作 用 二關

與 シ、結核過敏症 ノ成立 二關係 ノア詑臓器 デ

アル ト思、フ。

稿 ヲ終 ルニ臨 ミ所長有馬頼吉 博士、副所長青 山

敬二博士 ノ御指導拉 二卸校閲 ヲ深謝 ス。
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